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適
正
配
置
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

第１号
平成24年9月

会長に 吉田　淳氏
   （中島校区自治員連絡協議会長）を選出

　
大
分
市
教
育
委
員
会
で
は

、

本
年
３
月
に

「
大
分
市
立
小
中

学
校
適
正
配
置
基
本
計
画

」
を

策
定
し
ま
し
た

。

　
計
画
で
は

、
碩
田
中
学
校
区

の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し

て

、
平
成
二
十
八
年
度
ご
ろ
ま

で
に

、
３
小
学
校
を
統
合
し
新

設
校
を
建
設
す
る
と
と
も
に
中

学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
ま
す

。

　
八
月
二
十
八
日

（
火

）
に

、

碩
田
中
学
校
区
の
保
護
者
や
自

治
委
員
な
ど
地
域
関
係
者

、
学

校
関
係
者
等
が
集
ま
り

、
午
後

六
時
三
十
分
か
ら

、
第
一
回
の

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

。

　
会
合
で
は

、
主
に

、
協
議
会

の
目
的
や
組
織
な
ど

「
規
約

」

に
関
す
る
こ
と

、
防
災
や
小
中

一
貫
教
育
な
ど
住
民
の
懸
念
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た

。

　
こ
の
う
ち

、
規
約
に
関
し
て

は

、
３
校
統
合
を
前
提
と
し
た

協
議
に
な
る
の
か
ど
う
か

、
と

い

っ
た
内
容
で

、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

。
（
主
な
意

見
は
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

。
）

　
協
議
会
で
は

、
今
後

、
新
設

校
の
位
置
や
特
色

、
通
学
環

境

、
地
震
・
津
波
対
策
と
い

っ

た
防
災
の
機
能
や
地
域
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
促
進
の
機
能
な
ど
に
つ

い
て

、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す

。

１ 防災に関する講演会
　　日時　9/25 (火）18:30～20:30

２ 小中一貫教育に関する講演会
　　日時　10/3（水）18:30～20:30

　＊定員は200名（先着順）
　＊いずれの講演会も1時間程度の講演のあと、
　　参加者からの意見や質疑の時間を設けます。
　＜詳細は4面に掲載しています＞

講演会開催のお知らせ

瑞
木
啓
司
氏
（
荷
揚
校
区
会
長
）

江
藤
利
春
氏
（
住
吉
校
区
会
長
）

副
会
長
に

　会長に選任されました吉田淳です。
　小学校は子どもたちの学びの殿堂
であり、長い歴史の中で、地域との交
流を培ってきました。
　皆様からは、「わが町に小学校を」
と、非常に熱い想いを肌で感じます
が、3校区各々が自己主張するだけ
では協議になりません。協議を重ね
ることで、少しずつ歩み寄る雰囲気を
創りたいと考えています。

　どうぞ、よろしくお願いします。
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【適正配置の考え方に関する意見】

○　基本計画に基づき、3小学校統合を前提
　　に、協議の場が設けられており、協議会
　　名に「統廃合」を入れるべき。
○　3校統合を前提とするのか、それとも2校
　　統合も協議の対象となるのか確認したほ
　　うが、スムーズに議論が進む。
○　できれば３校とも残れば良いとの気持ち。
　　校区の実情から、２校を残すこともよいの
　　ではないかと思う。
○　計画に示された目指すべき方向性と具体
　　的方策は「３校統合し新設校建設が望まし
　　い。」新校舎の位置などについて、協議会
　　で地域の合意形成を図りたい。
○　３校統合で、廃校になる学校がある。統
　　廃合を直視することが適切。
○　各校区で1校が良いとなったら、協議会の
　　話は必要なくなることになる。
○　新設場所を含めて協議する中では、統合
　　が前提。
○　3校統合して新設校という目的を皆が理解
　　しないと協議は前に進まない。立場で譲れ
　　ないことはあろうが、おりるところはおりない
　　と地域の合意形成は進まない。
○　規約について、事前の提案はなかった。
　　一度、校区に持ち帰って協議しないと、この
　　場では、簡単には決められない。

　（ここで約25分ほど休憩）

○　第1条（設置の目的）については、各校区
　　に持ち帰り、議論することでどうか。
○　第1条については、各校区持ち帰りとした
　　うえで、このあとの議題を進めるため、規約
　　（案）の第3条の組織や第4条の会長及び副
　　会長などの規定に沿って、次の議題に進め
　　ることでよいか。

　（異議を唱える者はなく次の議題に移る）

【合意の形成に関する意見】

○　意見がたくさん出て、意見の取りまとめが
　　できないのではないか。意見がまとまらな
　　い場合も、新設校は開校するのか。
○　協議会でまとめた意見を個別の実施計画
　　の策定に反映させていく。
○　28年頃までに完了とは、29年開校の意味。
　　地質調査、測量、設計、建築に３年程度必
　　要。
○　基本計画に基づき、3校統合し、新設校を
　　建設することを基本にしている。

【新設校に関する意見】

○　本当にこの方法で、子どもたちに生きる
　　力を養えるのか、統合したときに、どのよう
　　な学校経営・運営をしたら、本当に良い方
　　向に進むのか、その答えが欲しい。
○　大分市のリーディングスクール、小中一貫
　　教育のモデルとなる新設校を建設すること
　　がこの校区の子どもたちにとって、地域に
　　とって、目指すべき方向性。
○　協議会の中で、新しい学校像をイメージで
　　きるような素案が、早いうちに示されるの
　　か。事務局がリーダーシップをとり、整理し
　　て示してもらいたい。

　第１回協議会における主な意見を掲載しています。
　（発言内容については、紙面の都合で要旨のみとしています。ご了承ください。）

【地域の懸念に関する意見】

○　確かに防災と小中一貫教育は地域住民
　　の懸念ではあるが、統合するかどうかが
　　大きな懸念。
○　防災の講演では、安心安全な立地条件の
　　もとで新設校の場所についての検討に結び
　　つくような内容の講話を望む。
○　小中一貫教育の講演では、推進（メリット）
　　と問題点（デメリット）を平等に取り扱って
　　提示して欲しい。

　協議会の会長に選任された吉田氏（中央）と副会長の
　瑞木氏（左）・江藤氏（右）が協議事項を確認中
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規
約

(

案

）
は
持
ち
帰
り

　
各
校
区
で
合
意
に
向
け
協
議

　　
第
一
回
の
会
合
で
は

、
主

に

、
協
議
会
の
目
的
や
組
織
な

ど
の

「
規
約

」
に
関
す
る
こ
と

と
防
災
や
小
中
一
貫
教
育
な
ど

住
民
の
懸
念
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た

。

　
今
後

、
協
議
会
で
は

、
新
設

校
の
位
置
や
特
色

、
通
学
環

境

、
地
震
・
津
波
対
策
と
い

っ

た
防
災
の
機
能
や
地
域
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
促
進
の
機
能
な
ど
に
つ

い
て

、
地
元
の
合
意
形
成
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

　
３
校
統
合
新
設
校
建
設

　
碩
田
中
学
校
区
に
は

、
校
舎

の
建
築
年
数
が
五
○
年
を
超
え

る
小
学
校
が
複
数
あ
り
ま
す

。

　
そ
の
う
ち

、
現
在

、
荷
揚
町

小
学
校
の
校
舎
は
建
築
後
五
六

年

、
住
吉
小
学
校
の
南
校
舎
は

五
五
年
が
経
過
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、
中
島
小
学
校
の
西
校
舎

も
四
六
年
が
経
過
し
て
い
ま

す

。

　
こ
の
３
校
の
校
舎
は

、
い
ず

れ
も
建
て
替
え
ま
た
は
補
強
が

必
要
で
あ
り

、
子
ど
も
た
ち
に

と

っ
て

、
早
期
に
教
育
環
境
の

充
実
が
望
ま
れ
ま
す

。

　
少
子
化
で
児
童
数
激
減
？

　
大
分
市
で
は
、
こ
こ
数
年
、

児
童
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

中
で
も
、
少
子
化
は
進
ん
で
お

り
、
児
童
数
は
昭
和
五
○
年
代

の
ピ
ー
ク
時
の
約
六
割
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
一
七

年
度
を
一
〇
〇
と
し
た
年
少
人

口
（
〇
〜
一
四
歳
の
子
ど
も
の

数
）
は
平
成
四
七
年
度
に
は
、

六
四
・
九
ま
で
減
少
す
る
と
し

た
統
計
資
料
も
あ
り
ま
す
。

Q
　
基
本
計
画
で

、
碩
田
中
学
校
区

　
の
３
小
学
校
は
ど
う
な
る
の
？

Q
　
２
校
統
合
案
だ
と
？

　
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
創
造

　
少
子
化
が
進
む
中
で

、
２
校

を
統
合
し

、
１
校
が
存
続
す
る

場
合

、
同
じ
中
学
校
区
に
小
規

模
校
が
１
校
残
る
こ
と
に
な

り

、
現
在
及
び
将
来
の
子
ど
も

た
ち
に
と

っ
て
教
育
環
境
は
ど

う
な
る
の
か
と
い

っ
た
心
配
が

生
じ
ま
す

。

　
碩
田
中
学
校
区
の
適
正
配
置

に
つ
い
て
は

、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

、
３

校
を
統
合
し
た
う
え
で
新
設
校

を
建
設
し

、
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
創
造
を
目
指
し
ま
す

。

Ｑ
　
な
ぜ

、
統
廃
合
の
議
論

　
が
必
要
な
の
で
す
か
？

基本計画Q&A

　
　
新
設
校
を
創
設
し
ま
す

　
計
画
の

「
３
校
を
統
合
し

、
新
設
校

を
建
設

」
と
は

、
２
校
を
廃
止
し
て

、

ど
こ
か
１
校
に
統
合
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
く

、
新
し
い
学
校
を
創
設
す
る
と

言
う
意
味
で
す

。

Q
　
ど
こ
が
廃
止
さ
れ

、
ど
こ
が
残
る

　
の
で
す
か
？

　このコーナーでは、基本計画について、地域
の皆さんから疑問に思われることについて、教
育委員会事務局から回答する形で、計画の概
要を解説します。
　他にも疑問に思うことがあれば、お気軽にお
尋ねください。

28名の傍聴者が見守る中、設置目的に
関して活発な議論が繰り広げられました

　　
第
二
回
の
協
議
会
は

、
十
月

二
十
三
日

（
火

）
午
後
六
時
三

○
分
か
ら

、
大
分
文
化
会
館
第

２
小
ﾎｰ

ﾙ
で
開
催
し
ま
す

。

　
各
校
区
で
持
ち
帰
り
検
討
す

る
こ
と
と
な

っ
た
規
約
の
再
協

議
な
ど
を
行
う
予
定
で
す

。
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　（敬称略）

氏　　名 氏　　名

　自治委員連絡協議会 瑞木　啓司 　自治委員連絡協議会 江藤　利春

　自治委員連絡協議会 中村　信幸 　自治委員連絡協議会 奥野　鯛二

　自治委員連絡協議会 牧　博彦 　自治委員連絡協議会 村山　一記

　民生委員児童委員協議会 中尾　豊子 　住吉小学校ＰＴＡ 分藤　貴弘

　民生委員児童委員協議会 田島　明美 　住吉小学校ＰＴＡ 楢原　麻衣子

　荷揚町小学校ＰＴＡ 安部　晴夫 　住吉小学校ＰＴＡ 杉安　香織

　荷揚町小学校ＰＴＡ 二宮　由美   青少年健全育成連絡協議会 佐藤　貴士

　社会福祉協議会 安部　いつ子 　民生委員児童委員協議会 吉武　朋子

　青少年健全育成連絡協議会 菅　明久 　主任児童委員 岩田　祥子

　人権擁護委員 樋口　貴美子 　住吉校区公民館長 大塚　雅宏

　自治委員連絡協議会 吉田　淳 碩田 　碩田中学校ＰＴＡ 濱崎　光章

　自治委員連絡協議会 帶刀　剛二 　荷揚町小学校長 大石　緑

　自治委員連絡協議会 植木　公則 　中島小学校長 佐藤　文登

　自治委員連絡協議会 竹上　健司 　住吉小学校長 梶原　修子

　自治委員連絡協議会 川上　克規 　碩田中学校長 伊藤　進

　自治委員連絡協議会 村山　一三 　教育指導課長 江藤　郁

　中島小学校ＰＴＡ 佐藤　憲幸 　学校施設課長 渡邊　末己

　民生委員児童委員協議会 川上　絹枝 　教育企画課長 奈須　寿郎

　社会福祉協議会 山﨑　靖信

  青少年健全育成連絡協議会 井戸田　剛

　　

＜協議会の委員一覧＞　　　　　　　　　　　

教委

所　属　等所　属　等

中島

荷揚 住吉

（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会だより「第1号」
　
　発　 行：平成24年9月
　発行者：（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会
　事務局：大分市教育委員会教育企画課
　連絡先：（住所）　大分市荷揚町２－３１
　　 　　　　（TEL)　　097-537-5903（直通）

　　　　　　 (E-mail） kyoikukikaku@city.oita.oita.jp

　日時　9/25(火）　18:30～20:30
　講師　大分大学工学部　小林祐司准教授
　演題　「災害に対して“しなやか”である
　　　　　ための防災教育とコミュニティ」

　日時　10/３（水）　18:30～20：30
　講師　大分大学教育福祉科学部　伊藤安浩教授
　演題　「小中一貫教育の意義と期待される効果」

　学校の適正配置に関連して、地域の皆さんの関心
の高い内容についての講演会を開催します。いずれ
の講演会も1時間程度の講演のあと、参加者からの
意見や質疑の時間を設けます。お誘い合わせのう
え、多数の皆さまのご参加をお願いします。
　会場はいずれも大分文化会館第2小ホールです。
定員は200名で、先着順に受け付けます。

１　防災に関する講演会

２　小中一貫教育に関する講演会

＜編集後記＞
　碩田中学校区の学校の配置に関して、地域の代表者等
により構成された協議会が発足しました。協議会では、協
議会の様子を広くお知らせするため、協議会だよりを発刊
することとし、今後も積極的な情報発信に努めてまいりま
す。協議の要旨については、市のホームページにも公表
しています。今後とも、協議会へのご理解とご協力をどう
ぞよろしくお願いします。
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